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農
業
経
営
の
近
代
化
の
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九
千
六
百
万
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の
人
口
の
大
き
さ
だ
け
で
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⑤
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籍
 

驚
一
）
撫
押
産
舞
熱
難
（
熱
嘉
麟
難
霧
の
 

岡
 

佑
  

一
、
町
道
の
整
備
 
五
路
線
  

村
の
行
政
に
も
直
接
役
立
っ
資
 
o:i 

福
 

過
疎
地
域
対
策
緊
急
措
置
法
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し
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得
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一
域
に
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い
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緊
急
に
、
各
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方
城
町
に
お
け
る
振
興
計
画
 

司
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学
校
や
住
宅
を
建
て
た
り
、
 

⑩
仕
事
し
た
か
ど
う
か
の
別
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熱
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し
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建
設
し
た
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保
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十
月
一
」
に
は
、
大
正
は
、
一
定
の
時
占
だ
、
全
国
い
難
難
薄
灘
響
舞
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銀
響
響
」
麟
事
無
博
』
 

指
定
市
町
村
は
、
七
月
中
に
四
、
公
害
の
な
い
工
揚
誘
致
と
九
年
の
第
一
回
国
勢
調
査
か
ら
っ
せ
い
に
調
査
を
行
な
う
こ
と
「
い
り
一
ノ
く
ー
 

‘ 
⑩
従
業
地
ま
た
は
通
学
地
ま
で
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疎
地
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振
興
計
画
案
を
作
成
 

観
光
開
発
0
 

数
え
て
毒
紀
、
第
十
一
回
目
が
必
要
で
す
が
、
こ
れ
を
行
な
 

記
た
、
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
 

の
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大
正
九
年
で
す
達
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は
か
る
な
ど
の
た
め
に
定
査
の
大
き
な
ね
ら
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し
い
状
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、
た
と
え
ば
年
令
別
 
五
年
国
勢
調
査
は
，
十
年
ご
と
 
②
世
帯
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と
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続
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ま
た
調
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係
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と
か
職
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別
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ど
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は
わ
 
に
行
な
う
規
模
の
大
き
な
調
査
 
③
男
女
の
別
 

が
調
査
上
知
り
え
た
個
人
的
な
 

グ 
二
十
日
、
彼
岸
の
入
り
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シ
え
響
鷺
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轟
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か
り
ま
せ
ん
で
し
た
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に
あ
た
っ
て
い
ま
す
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こ
と
が
ら
を
他
に
も
ら
す
こ
と
 

ク
 
二
十
三
日
秋
分
の
日
 

正
確
な
人
口
を
知
る
た
め
に
 

国
勢
調
査
は
、
わ
が
国
全
体
 
巨
仕
生
α
耳
王
 

も
「
統
計
法
」
に
よ
っ
て
固
く
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禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
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三
十
日
ま
で
の
間
）
担
当
調
査
 

調
査
員
が
作
っ
た
こ
れ
ら
の
 

な
お
本
町
に
お
い
て
は
国
勢
 
区
内
の
各
世
帯
に
「
調
査
票
」
 

調
査
書
類
は
市
町
村
に
集
め
ら
 

調
査
の
た
め
四
十
四
の
調
査
区
 
を
く
ば
り
、
調
査
票
の
記
入
を
 
れ
、
そ
こ
で
審
査
し
た
後
、
都
 

を
設
け
て
い
ま
す
。
 

依
頼
し
ま
す
。
 

道
府
県
を
通
じ
て
総
理
府
統
計
 

こ
の
調
査
区
に
は
、
国
勢
調
 

十
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の
 
局
に
送
ら
れ
集
計
さ
れ
ま
す
。
 

査
員
が
】
人
ず
つ
配
置
さ
れ
、
 

五
日
間
に
調
査
員
は
再
度
各
世
 

以
上
国
勢
調
査
の
あ
ら
ま
し
 

調
査
票
の
配
布
、
取
り
集
め
な
 
帯
を
訪
間
し
、
記
入
ず
み
の
調
 
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
が
、
こ
 

ど
実
際
の
調
査
に
従
事
し
ま
 
査
票
を
回
収
し
ま
す
。
 

の
調
査
が
よ
い
成
果
を
得
る
た
 

す。 

さ
ら
に
調
査
員
は
、
こ
の
調
 
め
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
た
 

調
査
員
は
十
月
一
日
の
一
週
 
査
票
に
基
づ
き
「
調
査
個
票
」
 

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
 

間
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か
ら
（
九
月
二
十
四
日
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成
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水
道
給
水
条
例
の
一
部
改
正
 

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
＋
 

九
年
十
二
月
に
制
定
さ
れ
た
 

（
一
部
改
正
）
方
城
町
水
道
給
 

水
条
例
の
一
部
改
正
案
を
八
月
 

定
例
議
会
に
提
出
、
原
案
ど
お
 

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
が
、
審
議
 

の
過
程
に
お
い
て
、
公
共
料
金
 

値
上
げ
に
は
、
難
色
を
示
し
ま
 

し
た
が
、
当
町
水
道
特
別
会
計
 

の
実
情
と
、
ダ
ル
マ
式
に
ふ
え
 

る
赤
字
の
実
態
か
ら
し
て
他
町
 

村
並
み
の
値
上
げ
は
止
む
を
得
 

な
い
と
の
結
論
に
達
し
、
九
月
 

一
日
か
ら
の
給
水
実
績
に
基
づ
 

く
議
決
を
い
た
だ
い
た
わ
け
で
 

す。 

（
別
表
参
照
）
当
町
水
道
 

特
別
会
計
の
実
状
を
卒
直
に
説
 

明
申
し
上
げ
町
民
み
な
さ
ま
が
 

た
の
ご
理
解
と
協
力
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

昭
和
四
十
四
年
度
に
つ
い
て
 

主
な
収
支
を
あ
げ
ま
し
た
が
、
 

毎
年
の
赤
字
平
均
額
は
、
約
千
 

三
百
万
円
か
ら
千
二
百
万
円
程
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
八
月
 

末
日
ま
で
の
赤
字
累
積
は
、
五
 

千
三
百
七
十
万
円
で
あ
り
ま
し
 

て
（
一
時
借
入
金
総
額
）
公
営
 

企
業
会
計
の
立
前
で
あ
る
，
赤
 

字
も
出
さ
ず
、
黒
字
も
出
す
 

な
・
の
趣
旨
か
ら
し
て
も
好
ま
 

し
く
な
い
現
状
で
す
。
年
々
償
 

却
し
て
い
く
施
設
で
す
。
特
に
 

昭
和
三
十
五
年
臨
鉱
法
に
よ
り
 

設
置
さ
れ
た
弁
城
簡
易
水
道
の
 

施
設
も
年
毎
に
老
朽
化
が
目
立
 

ら
、
近
い
将
来
に
は
消
火
栓
の
 

設
置
を
考
慮
し
た
配
管
替
え
の
 

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
 
い
 

く
ら
赤
字
が
出
ろ
う
が
私
達
に
 

と
っ
て
は
、
 

一
日
も
欠
か
せ
な
 

い
飲
料
水
で
す
。
施
設
の
改
善
 

と
経
費
の
節
減
に
努
め
，
十
分
 

な
る
給
水
が
で
き
る
よ
う
努
力
 

を
い
た
し
ま
す
。
幸
い
当
町
の
 

水
源
は
豊
富
で
あ
り
ま
す
。
取
 

水
装
置
も
改
繕
し
ま
し
た
。
今
 

後
に
お
き
ま
し
て
は
十
分
給
水
 

で
き
る
確
信
を
も
っ
て
い
ま
 

す。 

み
な
さ
ま
が
た
の
一
層
の
 

ご
協
力
を
、
お
願
い
申
し
上
げ
 

ま
す
。
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昭和44年水道会計主要収支明細 

収入 の 部 （単位千円） 

① 給 水 収 益 5654 水 道 料 金 

② 他会計補助金 1483 丸山地区配管工事補助 その他 

⑧ 受託工事収益 96 バイパス道路新設による長谷川 
製菓地区の配管替え県受託金 
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息

計

 

利
A
口 

取

入

 

受
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④
 

支 出 の 部 （単位千円） 

① 基 本 給 1999 職 員 給 料 

② 手 当 1184 職 員．嘱託員手当 

③ 賃 金 15Z4 嘱託4名及び洗砂人夫賃 

④ 法定福利費 387 職員共済恩給組合納付金 

⑤ 企業債償還金 1361 閉山水道建設郵政省借入金 
昭和64年度まで返還 

⑥ 借入金利息 6543 
郵政省借入金に対する利子3975千 
円S 64年度迄に返還銀行一時借入 
金に対するころがし利子2568十円 

⑦ 動 力 費 3070 九州電力使用電力代 

⑧賃建護姦費 3583 2 ,7 ~ 

支 出 合 計 19651 

差引不足額 7264 -19651=--12387 12,387千円 

水道料金改正 表 

q日料金） （新料金） 

で 
用途 ＼ 

基 本料金 超過料金 基 本 料金 超過料1 

水量 料 金 in?当り 
料 金 

水量 料 金 in?当り 
料 金 

円 

4 0 
家庭用 

房 

12 

円 

270 

円
 

0
 

h。
 

房 

10 

「丁］ 

350 

営業ク 20 600. 3 5 10 350 4 5 

湯屋ク 100 2.500 3 5 100 3.000 4 5 

団体4' ま 900 3 0 加 900 4 0 

学校』’ 100 2.000 3 0 1叩 3.000 4 0 

工場ク 50 L3加 3 5 40 1.400 4 5 

共 用 m 250 3 0 10 350 4 0 

＠量水器使用料（iケ月当り）

60 円 

150 円 

5加円 

25 尻耳 i3 * ~20 50 円 

40 1加円 

300 円 

50 ,n m 
11 つJ 

100 nm 7 5 nn 

『
交
通
事
故
な
ど
の
 

相
談
は
検
察
審
査
へ
』
 

み
な
さ
ん
の
中
に
は
交
通
事
 

故
を
は
じ
め
、
詐
欺
、
お
ど
し
、
 

暴
力
な
ど
各
種
の
犯
罪
に
あ
っ
 

て
被
害
を
受
け
た
が
、
犯
人
は
 

裁
判
さ
れ
ず
に
す
ん
で
し
ま
っ
 

た
。
ど
う
も
納
得
が
い
か
な
い
、
 

不
服
だ
が
、
さ
て
こ
れ
を
誰
に
 

ど
う
し
て
も
ら
っ
た
ら
よ
い
の
 

か
わ
か
ら
な
く
て
、
そ
の
ま
ま
 

泣
き
寝
い
り
に
終
っ
て
い
る
人
 

は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

こ
の
よ
う
な
不
満
を
も
っ
て
 

い
る
か
た
は
、
ど
ん
な
事
件
で
 

も
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
い
 

つ
で
も
検
察
審
査
会
へ
ご
相
談
 

く
だ
さ
い
。
 

検
察
審
査
会
は
裁
判
所
の
中
 

に
あ
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
中
か
 

ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
た
十
一
 

人
の
検
察
審
査
員
か
ら
な
り
、
 

被
害
者
の
不
満
を
聞
い
て
、
そ
 

の
事
件
を
も
う
一
度
調
べ
直
し
 

て
み
る
こ
と
を
主
な
仕
事
と
し
 

て
い
ま
す
。
 

も
っ
と
く
わ
し
く
説
明
し
ま
 

す
と
裁
判
の
仕
組
み
と
し
て
交
 

通
事
件
に
限
ら
ず
い
ろ
い
ろ
の
 

犯
罪
が
起
き
た
場
合
、
捜
査
機
 

関
に
よ
っ
て
捜
査
が
進
め
ら
れ
 

ま
す
。
 

そ
の
結
果
犯
人
を
処
罰
す
る
 

に
は
検
察
官
が
事
件
を
裁
判
所
 

に
訴
え
、
裁
判
所
が
こ
れ
を
裁
 

判
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
の
犯
罪
は
 

検
察
官
が
取
り
調
べ
て
裁
判
に
 

か
け
る
か
、
か
け
な
い
か
を
決
 

め
る
わ
け
で
す
。
（
こ
の
こ
と
を
 

起
訴
、
不
起
訴
と
い
い
ま
す
）
 

検
察
官
は
公
益
の
代
表
者
と
 

し
て
常
に
厳
正
公
平
な
立
場
で
 

起
訴
、
不
起
訴
を
決
め
る
わ
け
 

で
す
が
、
沢
山
の
仕
事
を
扱
う
 

う
ち
に
は
、
調
べ
が
充
分
で
な
 

か
っ
た
り
、
判
断
を
誤
っ
た
り
 

す
る
場
合
も
絶
対
な
い
と
は
い
 

え
ま
せ
ん
。
 

で
す
か
ら
検
察
官
の
き
め
た
 

不
起
訴
処
分
で
い
わ
ゆ
る
犯
人
 

が
裁
判
さ
れ
ず
に
終
っ
た
こ
と
 

が
正
し
い
か
ど
う
か
に
つ
い
 

て
、
そ
の
事
件
の
真
相
を
審
査
 

す
る
の
が
検
察
審
査
会
で
す
。
 

ま
た
検
察
官
が
判
断
を
誤
ら
 

な
い
よ
う
国
民
が
監
視
す
る
制
 

度
で
も
あ
り
ま
す
。
 

検
察
審
査
会
は
衆
議
院
議
員
 

の
選
挙
権
の
あ
る
人
の
中
か
ら
 

く
じ
で
選
ば
れ
た
民
間
人
の
代
 

表
十
一
人
の
検
察
審
査
員
か
ら
 

な
り
た
っ
て
い
ま
す
。
 

任
期
は
六
ケ
月
で
す
。
 

審
査
は
こ
の
十
一
人
の
検
察
 

審
査
員
が
会
議
を
開
い
て
、
被
 

害
者
の
申
立
や
そ
の
他
の
者
か
 

ら
の
投
書
、
申
出
に
よ
り
み
ず
 

か
ら
得
た
資
料
に
よ
っ
て
、
と
 

り
あ
げ
た
事
件
の
記
録
を
取
り
 

寄
せ
て
調
べ
た
り
、
証
人
を
尋
 

問
し
た
り
、
犯
罪
の
現
場
を
見
 

分
し
た
り
し
て
行
な
い
、
そ
の
 

結
果
を
議
決
し
ま
す
。
 

議
決
書
は
指
揮
監
督
者
で
あ
 

る
検
事
正
に
送
ら
れ
ま
す
。
 

こ
れ
ま
で
に
検
察
審
査
会
が
 

検
事
正
に
申
入
れ
た
中
で
「
裁
 

判
に
か
け
な
い
処
分
が
不
当
」
 

「
裁
判
に
か
け
る
の
が
相
当
」
 

の
意
見
が
い
れ
ら
れ
犯
人
が
起
 

訴
さ
れ
て
有
罪
の
裁
判
の
あ
っ
 

た
例
は
全
国
で
も
沢
山
あ
り
ま
 

す。 こ
の
よ
う
に
検
察
審
査
会
は
 

犯
罪
の
陰
に
泣
く
被
害
者
を
保
 

護
救
済
し
ま
す
。
 

相
談
、
申
立
に
手
数
料
は
い
 

り
ま
せ
ん
。
 

田
川
市
千
代
町
一
の
五
 

福
岡
地
方
裁
判
所
田
川
支
 

部
内
 

田
川
検
察
審
査
会
事
務
局
 

，

・
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→
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着
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 と

進

む

 

同

和

対

策

事

業

 

同
和
対
策
特
別
措
置
法
が
制
 

こ
れ
で
は
措
置
法
そ
の
も
の
 

 

定
さ
れ
一
年
を
経
過
い
た
し
ま
 
の
意
義
さ
え
失
う
こ
と
に
な
り
 

し
た
。
今
日
、
部
落
解
放
の
施
 
ま
す
。
従
っ
て
、
具
体
的
施
策
 

策
を
顧
り
み
れ
ば
全
く
不
充
分
 
を
明
ら
か
に
す
べ
く
町
長
以
下
 

で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
方
城
課
長
全
員
と
支
部
員
全
員
で
対
 

町
は
こ
の
法
律
の
目
的
達
成
の
 
県
交
渉
を
県
町
村
会
館
で
八
月
 

た
め
当
初
予
算
に
一
億
三
千
万
 
一
日
（
土
）
午
後
一
時
か
ら
九
 

円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。
 

時
ま
で
陳
情
い
た
し
ま
し
た
。
 

こ
の
同
和
対
策
事
業
は
国
、
 

そ
の
結
果
各
部
長
の
回
答
が
 

県
、
自
治
体
の
責
任
に
お
い
て
 
事
業
を
認
め
て
県
と
し
て
は
で
 

実
施
す
る
こ
と
は
措
置
法
で
、
 

き
る
だ
け
補
正
予
算
を
計
上
す
 

は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
 

る
こ
と
を
約
東
い
た
し
ま
し
 

さ
る
五
月
末
に
国
庫
補
助
の
 
たo 

配
分
が
あ
り
ま
し
た
が
非
常
に
 

九
月
十
二
日
、
県
か
ら
事
務
 

少
い
の
で
方
城
町
の
四
十
五
年
 
接
渉
を
実
施
す
る
か
ら
行
政
の
 

度
事
業
計
画
の
十
分
の
ー
も
出
各
課
長
来
県
の
要
請
が
あ
り
、
 

来
な
い
の
で
す
。
 

・
助
役
以
下
課
長
全
員
出
席
し
県
 

の
母
子
会
館
で
対
県
交
渉
を
い
 

た
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
．
県
は
各
部
よ
り
現
 

地
調
査
に
来
町
し
、
今
日
に
至
 

っ
て
い
ま
す
。
事
業
実
施
予
定
 

は
次
の
と
お
り
で
す
b
 

民
生
部
関
係
 

久
六
集
会
所
新
築
、
丸
山
 

集
会
所
改
築
‘
古
門
納
骨
 

堂
建
設
、
野
添
納
骨
堂
建
 

設
、
新
門
納
骨
堂
建
設
 

建
設
部
関
係
 

農
政
部
関
係
 

農
機
具
購
入
、
農
機
具
倉
 

庫
新
設
四
棟
 

主
な
る
事
業
で
す
。
今
後
、
 

丸
山
地
区
道
路
、
新
門
地
 
町
民
皆
様
の
ご
理
解
並
び
に
、
 

区
道
路
、
野
添
地
区
道
路
 
各
地
区
の
皆
様
が
た
の
ご
協
力
 

浄
万
寺
ー
新
町
道
路
、
古
 
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
 

門
地
区
道
路
 

す。 
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消
費
生
活
相
談
員
に
 

田
中
ハ
ル
ェ
、
葛
原
ハ
ッ
子
氏
が
 

委

嘱

さ

 れ
 
る
 

最
近
の
国
民
生
活
は
、
質
量
 

と
も
に
豊
富
に
な
り
ま
し
た
 

が
、
こ
の
反
面
生
活
環
境
整
備
 

の
立
ち
お
く
れ
や
、
有
害
危
害
 

な
商
品
、
虚
偽
誇
大
な
広
告
等
 

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
発
生
し
て
 

お
り
ま
す
。
 
こ
の
よ
う
な
こ
と
 

か
ら
消
費
者
の
利
益
と
安
全
を
 

保
護
す
る
行
政
を
行
う
こ
と
を
 

目
的
と
し
た
法
律
で
あ
り
、
福
 

岡
県
に
お
い
て
も
今
年
度
か
ら
 

新
し
く
消
費
生
活
相
談
員
制
度
 

を
設
け
消
費
者
の
利
益
の
保
護
 

お
よ
び
増
進
の
た
め
積
極
的
に
 

取
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

当
町
の
消
費
生
活
相
談
員
と
し
 

て
伊
方
地
区
よ
り
田
中
ハ
ル
2
 

氏
、
弁
城
地
区
よ
り
葛
原
ハ
ツ
 

子
氏
が
県
知
事
よ
り
委
嘱
さ
れ
 

み
な
さ
ま
の
よ
き
相
談
相
手
と
 

し
て
ご
尽
力
願
う
こ
と
に
な
り
 

ま
し
た
。
消
費
生
活
相
談
員
は
 

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
か
と
 

申
し
ま
す
と
、
消
費
者
の
皆
さ
 

ん
が
た
か
ら
提
起
さ
れ
た
種
々
 

な
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
 

に
尻
り
フ
．
と
と
t
に
 
詐
曹
茎
 

の
問
合
せ
や
、
苦
情
相
談
等
に
 

か
ら
の
苦
情
を
受
け
つ
け
、
市
 

つ
き
ま
し
て
は
消
費
生
活
相
談
 

町
村
や
県
を
通
し
て
こ
れ
ら
の
 

員
お
よ
び
役
場
産
業
課
商
工
係
 

問
題
の
解
決
を
図
っ
て
ゆ
こ
う
 
ま
で
ご
遠
慮
な
く
申
し
出
く
だ
 

と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
相
談
 
さ
い
。
 

に
応
ず
る
と
と
も
に
、
消
費
者
 

員
は
消
費
生
活
に
つ
い
て
消
費
 

者
と
し
て
の
意
向
を
行
政
に
十
 

分
反
映
さ
せ
る
た
め
地
域
の
消
 

費
者
と
行
政
の
役
割
を
果
し
て
 

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
 

ま
す
の
で
消
費
者
の
皆
さ
ん
が
 

こ
の
制
度
を
十
分
に
活
用
き
 

れ
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を
送
ら
 

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
 

す。 な
お
、
消
費
生
活
に
つ
い
て
 

60年ぶりに咲いた竜舌蘭（提供富永武脊） 



第58号 昭和45年9月15日 （四） ●つ よ
 

じ
 

●つ ユ‘ 報
 

町
 

*
 

＊ブh
」＊ 

農
業
委
員
会
だ
よ
り
 

*
 

*
 

*
 

⑨
農
地
改
革
な
ど
で
農
地
や
 

し
か
し
事
績
の
散
逸
等
の
た
 

開
拓
地
等
の
売
渡
し
を
受
け
た
 
め
把
握
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
 

人
は
、
も
う
一
度
あ
な
た
に
売
 
ま
す
の
で
、
売
渡
し
を
受
け
た
 

渡
登
記
が
さ
れ
て
い
る
か
確
か
 
人
は
登
記
簿
を
見
て
自
分
の
名
 

め
て
く
だ
さ
い
。
 

前
に
登
記
さ
れ
て
い
る
か
、
も
 

昭
和
二
十
一
年
か
ら
四
十
一
 
う
一
度
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。
 

年
ま
で
に
農
地
等
の
買
収
、
売
 

未
登
記
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
 

渡
し
を
し
た
も
の
で
現
在
な
お
 
た
と
き
は
、
そ
の
旨
役
場
農
業
 

登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
 
委
員
会
に
す
ぐ
お
知
ら
せ
願
い
 

あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
登
記
を
 
ま
す
。
 

完
全
に
終
ら
せ
る
よ
う
、
農
業
 

無
料
で
登
記
の
相
談
に
応
じ
 

委
員
会
で
処
理
を
急
い
で
お
り
 
ま
す
o
 

ま
す
。
 出

生
、
死
 
亡
 
の
 

届
 

け
 
出
 
は
 

戸
籍
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
 

昭
和
四
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
 

出
生
、
死
亡
の
届
け
出
が
次
の
 

と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
 

ご
承
知
く
だ
さ
い
。
 

記
 

一
、
出
生
死
亡
の
届
け
書
は
 

従
来
ま
で
は
出
生
、
死
亡
の
あ
 

っ
た
事
件
発
生
地
を
管
轄
す
る
 

市
区
町
村
役
場
に
届
け
出
す
る
 

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
 

改
正
後
（
昭
和
四
十
五
年
四
月
 

一
日
以
降
）
は
、
出
生
、
死
亡
 

地
ま
た
は
住
所
地
、
本
籍
地
の
 

い
ず
れ
で
も
届
け
出
が
で
き
る
 

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

二
、
事
件
本
人
出
生
、
死
亡
 

者
の
本
籍
地
以
外
の
市
町
村
役
 

場
に
届
け
出
す
る
場
合
は
ニ
通
 

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

三
、
出
生
児
、
子
の
名
は
当
 

用
漢
字
、
人
名
用
漢
字
、
か
た
 

か
な
、
ひ
ら
が
な
以
外
の
文
字
 

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
 

四
、
出
生
の
届
け
出
は
子
ど
 

も
が
生
れ
た
日
か
ら
数
え
て
十
 

四
日
以
内
に
届
け
出
し
て
く
だ
 
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（法 

さ
い
。
 

定
伝
染
病
以
外
の
死
亡
者
は
、
 

五
、
死
亡
の
届
け
出
は
、
届
 
死
後
二
十
四
時
間
を
経
過
し
な
 

け
出
義
務
者
が
、
死
亡
の
事
実
 
い
と
埋
火
葬
で
き
ま
せ
ん
。
）
 

を
知
っ
た
日
か
ら
七
日
以
内
に
 

香
 
典
 
返
 

し
 

の
 

お
 

礼
 

一
、
故
永
末
光
木
殿
の
逝
去
に
よ
 

り
な
つ
え
氏
か
ら
香
典
返
し
 

と
し
て
 

ニ
、
故
月
見
チ
ョ
サ
殿
の
逝
去
に
 

よ
り
俊
三
氏
か
ら
香
典
返
し
 

●！！・ 

に
よ
り
砂
男
氏
か
ら
番
典
返
 

し
と
し
て
 

右
は
方
城
町
献
血
推
進
協
議
会
 

に
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
 

た。 

と
し
て
 

》
一
、
右
同
様
方
城
町
老
人
会
に
寄
 

》
一
、
故
加
藤
リ
ョ
殿
の
逝
去
に
よ
 

り
正
男
氏
か
ら
香
典
返
し
と
 

し
て
 

四
、
故
藤
田
キ
ヌ
ェ
殿
の
逝
去
に
 

よ
り
一
雄
氏
か
ら
香
典
返
し
 

と
し
て
 

《
、
故
山
本
林
右
工
門
殿
の
逝
去
 

に
よ
り
砂
男
氏
か
ら
香
典
返
 

し
と
し
て
 

六
、
故
高
津
禎
蔵
殿
の
逝
去
に
よ
 

り
照
彦
氏
か
ら
香
典
返
し
と
 

し
て
 

右
は
い
づ
れ
も
方
城
町
社
会
福
 

祉
協
議
会
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
 

き
ま
し
た
。
 

一
、
故
永
末
英
数
殿
の
逝
去
に
よ
 

り
里
子
氏
か
ら
香
典
返
し
と
 

し
て
 

1
1
、
故
山
本
林
右
工
門
殿
の
逝
去
 

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

以
上
香
典
返
し
と
し
て
有
意
義
 

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

方
城
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

会
長
 
中
島
義
章
 

一
、
故
植
高
ュ
リ
子
殿
の
香
典
返
 

し
と
し
て
植
高
薫
氏
よ
り
 

一
、
故
石
橋
タ
力
殿
の
香
典
返
し
 

と
し
て
石
橋
勝
己
氏
よ
り
 

こ
の
た
び
、
右
の
ご
両
氏
か
 

ら
育
英
奨
学
資
金
と
し
て
多
額
 

の
寄
贈
を
拝
受
し
ま
し
た
。
 

謹
し
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
 

お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
 

寄
贈
を
受
け
ま
し
た
基
金
は
、
 

方
城
町
子
弟
の
育
英
の
た
め
、
 

有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
 

所
存
で
あ
り
ま
す
。
 

二
弁
城
新
町
永
末
英
数
さ
ん
 
太
田
文
子
、
白
石
博
文
，
香
月
光
井
玄
吉
，
平
井
博
、
加
来
晋
 

（
三
十
七
才
）
は
肝
硬
変
で
田
 
果
、
田
中
英
徳
、
永
岡
巌
、
武
 
治
、
松
井
清
司
、
以
上
の
か
た
 

川
市
立
病
院
に
入
院
中
次
の
 
田
ッ
ギ
子
、
吉
田
清
美
、
喜
納
 
が
た
に
方
城
町
献
血
推
進
協
議
 

か
た
が
た
の
温
い
献
血
に
ょ
 
小
夜
子
 

会
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
 

り
輸
血
し
て
い
た
だ
き
ま
し
 

すo 

献
 
血
 

の
 

お
 

礼
 

た。 

二
、
伊
方
山
ノ
手
油
島
清
之
助
さ
 

ん
（
七
十
六
才
）
は
胃
か
い
よ
 

う
で
田
川
市
立
病
院
に
現
在
 

入
院
中
次
の
か
た
が
た
の
温
 

い
献
血
に
よ
り
輸
血
し
て
い
 

た
だ
き
ま
し
た
。
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遊
具
を
保
育
所
に
寄
贈
 

保
育
所
に
父
兄
の
か
た
が
た
 

か
ら
、
次
の
よ
う
な
遊
具
を
寄
 

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

保
育
所
で
は
園
児
た
ち
は
大
 

喜
び
で
、
元
気
一
ぱ
い
使
用
し
 

て
い
ま
す
。
先
生
が
た
も
こ
れ
 

で
保
育
指
導
が
一
段
と
徹
底
す
 

る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
よ
ろ
こ
 

ん
で
い
ま
す
。
寄
贈
者
の
か
た
 

が
た
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
 

す。 

出
生
、
婚
姻
、
死
亡
調
べ
 

一
、
出
生
ご
出
産
お
め
で
と
う
 

ご
ぎ
い
ま
す
。
 

七
月
出
生
者
 

田
中
三
津
子
 

原
田
真
奈
美
 

高
津
嘉
史
 

八
月
出
生
者
 

丸
山
和
恵
 

瓜
生
初
美
 

高
津
愛
史
 

高
松
光
昭
 

永
露
ひ
と
み
 

栗
田
明
美
 

仲
村
竜
次
 

光
井
聡
子
 

香
月
幸
恵
 

方
城
町
教
育
委
員
会
 
二
、
婚
姻
ご
結
婚
お
め
で
と
う
 

ご
ぎ
い
ま
す
。
 

七
月
婚
姻
者
 

原
田
和
年
 

原
田
秋
子
 

梅
山
健
児
 

升
永
マ
サ
ェ
 

植
田
義
一
 

仲
島
繁
子
 

白
石
三
九
七
 

高
木
ヲ
キ
ノ
 

中
山
忠
義
 

勝
木
シ
ズ
子
 

原
 
忠
彦
 

中
野
智
子
 

皆
川
須
真
喜
 

栗
原
泰
子
 

高
野
修
一
 

山
下
ス
ミ
子
 

八
月
婚
姻
者
 

自
石
安
博
 
仲
谷
静
雄
 

、
け
 

記
 

一
、
木
戸
新
殿
 

七
タ
セ
ッ
ト
 

五
〇
組
（
第
三
保
育
所
）
 

二
、
福
高
也
男
殿
 

二
人
乗
り
 

ブ
ラ
ン
コ
ー
台
（
第
三
保
育
所
）
 

三
、
関
岡
義
生
殿
 
室
内
ス
ベ
 

リ
台
一
台
（
中
央
保
育
所
）
 

遠
藤
ミ
ネ
子
 
竹
下
国
子
 

小
川
富
士
男
 
大
西
弘
志
 

仲
村
し
づ
江
 
原
田
モ
モ
 

三
、
死
亡
謹
し
ん
で
お
く
や
み
 

申
し
上
げ
ま
す
。
 

七
月
死
亡
者
 

中
川
政
次
郎
 
佐
屋
熊
市
 

永
末
英
数
 
山
本
林
右
工
門
 

滝
本
シ
ナ
エ
 

八
月
死
亡
者
 

森
定
金
平
 

古
賀
サ
キ
 

石
橋
タ
力
 

高
津
禎
蔵
 

上
妻
友
信
 

渡
 
ウ
メ
 

赤
熊
照
雄
 

香
月
シ
ゲ
ノ
 


